








要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の発症原因は明らかにされていないが、発症に関係する

リスク因子は知られている。今回はそのリスク因子のうち特に育児習慣に関連するものに

ついて正常 1ヶ月乳児の母親を対象にアンケート調査を行なった。対象は日本人 258 例、

日本在住の外国人 16 例である。従来よりリスク因子として注目されている妊娠中の喫煙

率、うつぶせ寝の頻度は低く、反面リスクを減少させると考えられている積極的な母乳栄

養率は約 70%であった。


